
(57)【要約】

【課題】緻密でかつ高硬度であることに加えて、優れた

靱性を有するWC系サーメット溶射皮膜を表層に有するプ

ロセスロールを提供することにある。

【解決手段】Ni粉末を含むWC系サーメット溶射粉末を溶

射して、気孔率が0.5％以下のWC系サーメット溶射皮膜

を形成してなるプロセスロールであって、該溶射皮膜中

の酸素の定量値を2.0質量％以下とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ni粉 末 を 含 む WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 を 溶 射 し て 、 気 孔 率 が 0.5％ 以 下 の WC系 サ ー メ ッ
ト 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 形 成 し て な る プ ロ セ ス ロ ー ル で あ っ て 、
　 該 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 2.0質 量 ％ 以 下 と し た こ と を 特 徴 と す る 靱 性 に 優 れ た プ
ロ セ ス ロ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 層 に 、 Ni粉 末 を 含 む WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 を 溶 射 し て 、 気 孔 率 が 0.5％
以 下 の WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 形 成 し て な る プ ロ セ ス ロ ー ル に 関 す る も の で あ る 。 か か
る プ ロ セ ス ロ ー ル は 、 例 え ば 、 金 属 帯 の 冷 間 圧 延 設 備 に 用 い る の に 適 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 冷 間 圧 延 設 備 の プ ロ セ ス ロ ー ル 、 特 に 耐 摩 耗 性 を 要 求 さ れ る プ ロ セ ス ロ ー ル に は
、 ク ロ ム め っ き ロ ー ル が 用 い ら れ て い た が 、 最 近 で は 、 こ の ク ロ ム め っ き ロ ー ル に 代 わ っ
て WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 ロ ー ル が 用 い ら れ る よ う に な っ て き て い る 。 こ の 溶 射 ロ ー ル は 、 耐
摩 耗 性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 「 プ ロ セ ス ロ ー ル 」 と は 、 被 処 理 金 属 板 を 接 触 通 過 さ せ る ロ ー ル の う ち 、 圧 延
作 業 ロ ー ル （ ワ ー ク ロ ー ル ） を 除 い た も の を 意 味 し 、 具 体 的 に は 、 ガ イ ド ロ ー ル 、 ブ ラ イ
ド ル ロ ー ル 、 テ ン シ ョ ン メ ー タ ロ ー ル 、 デ フ レ ク タ ロ ー ル 、 ル ー パ ロ ー ル 、 マ ッ シ ャ ー サ
ポ ー ト ロ ー ル な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 有 す る ロ ー ル と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 、 酸 素 － 水 素 ガ
ス を 熱 源 と し 、 溶 射 ガ ン へ の 供 給 圧 力 を 高 め る こ と に よ っ て 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 を 1.8％
以 下 に す る と 共 に 、 か か る 小 さ な 気 孔 率 の 溶 射 皮 膜 表 面 を 鏡 面 研 磨 す る こ と に よ っ て 、 皮
膜 表 面 粗 さ Ｒ maxを 3.0μ ｍ 以 下 に し た 圧 延 プ ロ セ ス 用 ロ ー ル が 記 載 さ れ て お り 、 こ れ に よ
れ ば 、 通 板 材 に 対 し 、 適 度 の 摩 擦 係 数 を 示 し か つ ス リ 傷 な ど の 表 面 疵 が 発 生 し な い こ と 、
表 面 に 油 脂 類 、 金 属 系 お よ び 非 金 属 系 粉 塵 が 付 着 し に く い こ と 、 及 び 上 記 各 性 能 が 長 期 間
維 持 で き る こ と 、 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 本 発 明 者 が 上 記 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 有 す る ロ ー ル に つ い て 詳 細 に 調 査 し た と こ
ろ 、 溶 射 皮 膜 は 確 か に 緻 密 で 高 硬 度 で あ る も の の 、 使 用 中 に ち ょ っ と し た 鉄 粉 等 の 噛 み 込
み が 起 こ っ た だ け で 、 溶 射 皮 膜 に ク ラ ッ ク が 入 り 、 溶 射 皮 膜 の 剥 離 に 至 る ト ラ ブ ル が 発 生
す る 場 合 が あ っ た 。 こ の 原 因 は 、 微 妙 な 溶 射 施 工 条 件 等 の 変 化 に よ り 、 溶 射 皮 膜 中 の バ イ
ン ダ ー で あ る Ni等 の 金 属 が 酸 化 さ れ て 十 分 な 靱 性 が 得 ら れ な く な り 、 溶 射 皮 膜 か ら Ni酸 化
物 が 脱 落 す る な ど し て 溶 射 皮 膜 が 剥 離 し や す く な る こ と に あ り 、 そ の 結 果 、 ロ ー ル を 使 用
可 能 な 期 間 が 短 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。 加 え て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た ロ ー ル は 、
溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 を 1.8％ 以 下 に す る た め の 具 体 的 な 手 段 と し て 、 燃 料 ガ ス の 供 給 圧 力 を
高 く す る 方 法 を 採 用 し て い る が 、 こ れ は 、 燃 料 ガ ス を 加 圧 す る た め の 装 置 を 付 加 す る 等 、
溶 射 装 置 の 仕 様 を 変 更 し な け れ ば な ら ず 、 設 備 費 の 高 騰 を 招 く と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 者 も ま た 、 耐 剥 離 性 の 高 い 溶 射 皮 膜 の 形 成 方 法 と し て 、 中 間 溶 射 皮 膜
に 封 孔 剤 の 含 浸 処 理 を 行 い 、 さ ら に 中 間 溶 射 皮 膜 の バ イ ン ダ ー を 塑 性 変 形 さ せ て 開 孔 部 を
封 孔 処 理 す る 方 法 を 特 許 文 献 ２ で 提 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 方 法 に よ り 製 造 さ れ た プ ロ セ ス ロ ー ル も 、 緻 密
で か つ 高 硬 度 な 溶 射 皮 膜 を 有 す る も の の 、 溶 射 皮 膜 中 の バ イ ン ダ ー で あ る Ni等 の 金 属 が 酸
化 さ れ る 点 に つ い て は 、 特 許 文 献 １ の 場 合 と 同 様 、 何 ら 考 慮 し て い な か っ た 。 こ の た め 、
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ロ ー ル を 使 用 可 能 な 期 間 が 短 く な る 場 合 が あ る と い う 問 題 が や は り あ っ た 。 特 に 、 プ ロ セ
ス ロ ー ル が 従 来 よ り 一 層 耐 久 性 の 必 要 な 箇 所 に 適 用 さ れ る よ う に な る に つ れ 、 溶 射 皮 膜 の
靱 性 が 不 十 分 で あ る が 故 の ト ラ ブ ル の 発 生 は 、 一 層 顕 著 に な る 傾 向 が あ っ た 。 加 え て 、 特
許 文 献 ２ は 、 溶 射 皮 膜 形 成 に 当 り 、 含 浸 処 理 や 封 孔 処 理 を 行 な う 必 要 が あ り 、 通 常 の 溶 射
工 程 以 外 に 付 加 的 な 特 別 の 工 程 を 経 る 必 要 が あ っ た こ と か ら 、 作 業 性 が 悪 化 す る と い う 問
題 も あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 64－ 87006号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2003－ 113462号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 プ ロ セ ス ロ ー ル は 、 緻 密 で か つ 高 硬 度 で あ る こ と に 加 え て 、 優 れ た 靱 性
を 有 す る 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 形 成 す る こ と が 、 ロ ー ル を 安 定 し て 長 期 間 使 用 で き る よ う に す
る 上 で 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 特 に 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 の 適 正 化 を 図 る こ と に よ り 、 緻 密 で
か つ 高 硬 度 で あ る こ と に 加 え て 、 優 れ た 靱 性 も 併 せ も つ 、 WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 表 層
に 有 す る プ ロ セ ス ロ ー ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 発 明 者 は 、 形 成 し た WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 に 着 目 し 、 バ イ ン ダ ー と
し て 機 能 す る Niの 作 用 と の 関 連 性 か ら 、 こ れ を 所 定 範 囲 に 調 整 す る こ と に よ り 、 緻 密 で か
つ 高 硬 度 な ほ か 、 優 れ た 靱 性 も 併 せ も つ WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 形 成 す る こ と が で き 、
耐 久 性 の 高 い プ ロ セ ス ロ ー ル を 得 ら れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 に 想 到 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 Ni粉 末 を 含 む WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 を 溶 射 し て 、 気 孔 率 が 0.5
％ 以 下 の WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 形 成 し て な る プ ロ セ ス ロ ー ル で あ っ て 、 該 溶 射
皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 2.0質 量 ％ 以 下 と し た こ と を 特 徴 と す る 靱 性 に 優 れ た プ ロ セ ス ロ
ー ル で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 緻 密 で か つ 高 硬 度 で あ る こ と に 加 え て 、 優 れ た 靱 性 も 併 せ も つ WC系 サ
ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 有 す る 耐 久 性 の 高 い プ ロ セ ス ロ ー ル を 提 供 す る こ と が 可 能 に な
っ た 。 ま た 、 こ れ に よ り 、 ロ ー ル を 安 定 し て 長 期 間 使 用 で き る よ う に な る こ と か ら 、 ロ ー
ル の 取 替 え 頻 度 が 減 り 、 取 替 え に 伴 う ロ ー ル コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き 、 ま た 、 取 替
え に 要 す る 金 属 帯 の 冷 間 圧 延 設 備 の 操 業 停 止 時 間 も 減 ら せ る こ と か ら 、 金 属 帯 の 冷 間 圧 延
設 備 の 操 業 稼 働 率 が 向 上 し 、 ロ ー ル コ ス ト の 低 減 と あ わ せ 、 製 造 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 に こ の 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 こ の 発 明 は 、 Ni粉 末 を 含 む WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 を 溶 射 し て 、 気 孔 率 が 0.5％ 以 下 の W
C系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 形 成 し て な る プ ロ セ ス ロ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ni粉 末 を 含 む WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 と し て は 、 バ イ ン ダ ー と し て Ni粉 末 を 含 む WC系 サ
ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 で あ れ ば よ く 、 特 に 限 定 は し な い が 、 例 え ば 、 70WC－ 19Cr３ Ｃ ２ － 11Ni
や 73WC－ 20Cr３ Ｃ ２ － ７ Niな ど を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 を 0.5％ 以 下 に 限 定 し た 理 由 は 、 気 孔 率 が 0.5％ を 超 え る と 、 靱
性 が 低 下 し 、 プ ロ セ ス ロ ー ル の 耐 摩 耗 性 能 が 低 下 す る 傾 向 が あ る か ら で あ る 。 気 孔 率 は 溶
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射 皮 膜 の あ る 部 分 を 平 坦 に 研 磨 し て 顕 微 鏡 撮 影 し た と き の 面 積 率 で 定 義 す る の が 簡 単 で あ
る が 、 試 片 を 切 り 出 し て 重 量 と 体 積 を 測 定 し 、 気 孔 を 除 い た 部 分 の 比 重 の 違 い か ら 割 り 出
す 方 法 も あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 で は 、 前 記 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 2.0質 量 ％ 以 下 と す る こ と が 必
要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 発 明 者 は 、 プ ロ セ ス ロ ー ル の 耐 久 性 の 向 上 に つ い て 鋭 意 検 討 を 行 な っ た と こ ろ 、 WC等 の
セ ラ ミ ッ ク ス 含 有 に よ り 溶 射 皮 膜 の 高 硬 度 を 維 持 し つ つ 、 バ イ ン ダ ー と し て 機 能 す る 溶 射
皮 膜 中 の Ni等 の 金 属 に よ り 靱 性 を 向 上 さ せ る こ と が 有 効 で あ る こ と を 見 出 し 、 そ し て 、 溶
射 皮 膜 中 の Niに よ り 靱 性 を 向 上 さ せ る に は 、 Niの 酸 化 を 抑 制 す れ ば よ い こ と 、 そ れ を 別 の
角 度 か ら 表 す と 、 溶 射 皮 膜 中 に 含 有 す る Niの 定 量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値
に 対 す る 割 合 を 高 め れ ば よ い こ と 、 さ ら に 別 の 角 度 か ら 表 す と 、 前 記 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の
定 量 値 を 2.0質 量 ％ 以 下 に 制 限 す れ ば よ い こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 2.0質 量 ％ 以 下 に 規 定 す る 理 由 で あ る が 、 こ れ は 、 酸 素 の
定 量 値 が 2.0質 量 ％ 以 下 で あ る こ と が 、 溶 射 中 の Niの 異 常 酸 化 等 が な い こ と の 結 果 と し て
、 靱 性 に 優 れ た 溶 射 皮 膜 を 得 ら れ る 条 件 と し て 表 れ る こ と に よ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 溶 射 皮 膜 中 に 含 有 す る 酸 素 あ る い は 後 述 の こ と と 関 連 し 、 Niの 定 量 値 、 な ら び に
溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 の 分 析 は 、 い ず れ も 電 子 プ ロ ー ブ 微 小 部 分 析 法 （ Electron P
robe Microanalysis、 Ｅ Ｐ Ｍ Ａ ） に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 と し て 、 粒 度 が 20～ 53μ ｍ の 70WC－ 19Cr３ Ｃ ２ － 11Ni
を 用 い 、 溶 射 装 置 と し て 、 Ｈ Ｖ Ｏ Ｆ （ High Velocity Oxygen Fuel） の 溶 射 装 置 （ プ ラ ク
ス エ ア ／ タ ー フ ァ 社 製 、 商 品 名 ： JP5000） を 用 い 、 そ し て 、 燃 料 （ 灯 油 ） と 酸 素 の 比 （ Ｆ
／ Ｏ 比 ） を 変 化 さ せ て 溶 射 し て 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 が ０ ～ 6.0質 量 ％ の 範 囲 で 異
な る 複 数 の 溶 射 ロ ー ル を 作 製 し 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 に 対 し 、 溶 射 皮 膜 の 硬 さ と 靱
性 （ 後 述 の ロ ー ル 転 動 試 験 で の 転 動 回 数 ） を プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。 な お 、 作 製 し た 溶
射 ロ ー ル は 、 い ず れ も 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 が 0.5％ 以 下 で あ り 、 ま た 、 こ れ は 、 溶 射 ロ ー
ル 作 成 の 過 程 に お け る Niの 酸 化 に よ る 脱 落 と 関 係 が あ る が 、 溶 射 皮 膜 中 に 含 有 す る Niの 定
量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合 に つ い て 、 各 プ ロ ッ ト の 上 方 位 置
に そ れ ぞ れ パ ー セ ン テ ー ジ を 付 記 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 硬 さ の 測 定 は 、 ビ ッ カ ー ス 硬 度 計 に よ り 行 っ た 。
　 ま た 、 靱 性 は 、 図 ２ に 示 す よ う な 推 進 ロ ー ル １ と 供 試 ロ ー ル ２ の 配 置 状 態 で 、 回 転 数 ：
50rpm、 面 圧 ： 196MPa、 392MPaお よ び 784MPaの ３ 水 準 で ロ ー ル 転 動 試 験 を 行 い 、 溶 射 ロ ー
ル を 供 試 ロ ー ル と し て 用 い た 場 合 に 溶 射 皮 膜 が 剥 離 す る ま で の 回 転 数 で 評 価 し た 。 な お 、
推 進 ロ ー ル １ は 、 寸 法 ： φ 160× 80Ｌ 、 材 質 ： Ｓ ４ ５ Ｃ お よ び 硬 さ ： シ ョ ア ー 硬 さ HS75～ 7
8で あ り 、 供 試 ロ ー ル ２ は 、 寸 法 ： φ 160× 100Ｌ で あ り 、 鉄 芯 に 100μ ｍ の 溶 射 皮 膜 を 形 成
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ か ら 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 が 2.0質 量 ％ 以 下 で あ る 場 合 に 、 1100HV以 上 の 硬
さ を 維 持 し つ つ 、 い ず れ の 面 圧 で 試 験 し た 場 合 も 、 転 動 回 数 が １ × １ ０ ７ 回 以 上 と な り 、
靱 性 に 優 れ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 溶 射 皮 膜 中 の Niの 定 量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合 を
64～ 99％ の 範 囲 で 変 化 さ せ る よ う に 異 な る 複 数 の 溶 射 ロ ー ル を 作 製 し 、 そ の 割 合 に 対 し 、
溶 射 皮 膜 の 硬 さ と 靱 性 を プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。 な お 、 作 製 し た 溶 射 ロ ー ル は 、 い ず れ
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も 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 が 0.5％ 以 下 で あ り 、 ま た 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 に つ い て は
、 各 プ ロ ッ ト の 上 方 位 置 に そ れ ぞ れ 質 量 ％ を 示 す 数 値 を 付 記 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ か ら 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 が 2.0％ 以 下 で あ り 、 か つ 溶 射 皮 膜 中 の Niの 定 量
値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合 が 80％ 以 上 、 好 ま し く は 90％ 以 上 で
あ る 場 合 に 、 1100HV以 上 の 硬 さ を 維 持 し つ つ 、 い ず れ の 面 圧 で も 、 転 動 回 数 が １ × １ ０ ７

回 以 上 、 好 ま し く は １ × １ ０ ８ 回 以 上 と な り 、 靱 性 に 優 れ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 の プ ロ セ ス ロ ー ル は 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 を 0.5％ 以 下 と し 、 溶
射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 2.0質 量 ％ 以 下 と す る こ と に よ っ て 、 1100HV以 上 の 硬 さ を 維 持
し つ つ 靱 性 に 優 れ た WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 を 0.5％ 以 下 と す る た め の 手 段 と し て は 、 HVOFの JP5000を 用 い
て 溶 射 皮 膜 を 形 成 す る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 2.0質 量 ％ 以
下 と す る た め の 手 段 と し て は 、 燃 料 （ 灯 油 ） と 酸 素 の 比 （ Ｆ ／ Ｏ 比 ） を 変 化 さ せ る 方 法 を
用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 と し て 、 粒 度 が 20～ 53μ ｍ の 70WC－ 19Cr３ Ｃ ２ － 11Ni
を 用 い 、 溶 射 装 置 と し て 、 Ｈ Ｖ Ｏ Ｆ （ High Velocity Oxygen Fuel） の 溶 射 装 置 （ プ ラ ク
ス エ ア ／ タ ー フ ァ 社 製 、 商 品 名 ： JP5000） を 用 い 、 そ し て 、 燃 料 （ 灯 油 ） と 酸 素 の 比 （ Ｆ
／ Ｏ 比 ） を 変 化 さ せ て 溶 射 し た と き の 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を プ ロ ッ ト し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ か ら 、 Ｆ ／ Ｏ 比 が 0.7～ 0.82と す れ ば 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 安 定 的 に 2.0質
量 ％ 以 下 に で き る こ と が わ か る 。 1.0を 超 え る と 不 完 全 燃 焼 す る と い う 別 の 理 由 に よ り 好
ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 し た と こ ろ は 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 し た に す ぎ ず 、 本 発 明 に お い て は 種
々 の 変 更 を 加 え る こ と が で き る 。
　 例 え ば 、 WC系 サ ー メ ッ ト と し て は 、 上 記 の 70WC－ 19Cr３ Ｃ ２ － 11Niや 73WC－ 20Cr３ Ｃ ２

－ ７ Niな ど 、 要 は WC系 の も の で あ れ ば い か な る 材 質 の も の で あ っ て も よ く 、 粒 度 も 20～ 53
μ ｍ の 範 囲 か ら 外 れ る も の で あ っ た と し て も 、 当 業 者 が 必 要 と す る 範 囲 の 緻 密 で か つ 高 い
硬 度 の 溶 射 皮 膜 が 得 ら れ る も の で あ れ ば い か な る も の で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 溶 射 装 置
も 上 記 の よ う な Ｈ Ｖ Ｏ Ｆ の タ イ プ の も の に 限 ら ず 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 を 2.0質 量
％ 以 下 に 低 減 可 能 な も の で あ れ ば 、 い か な る 種 類 の も の で あ っ て も よ い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は こ の 実 施 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 粉 末 と し て 、 粒 度 が 20～ 53μ ｍ の 70WC－ 19Cr３ Ｃ ２ － 11Niを 用 い 、
溶 射 装 置 と し て 、 Ｈ Ｖ Ｏ Ｆ （ High Velocity Oxygen Fuel） の 溶 射 装 置 （ プ ラ ク ス エ ア ／
タ ー フ ァ 社 製 、 商 品 名 ： JP5000） を 用 い 、 本 発 明 に 従 う WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 有 す る
ロ ー ル を 作 製 し 、 こ の ロ ー ル を 、 Ｃ Ｇ Ｌ ス キ ン パ ス ミ ル 出 側 デ フ レ ク タ ロ ー ル に 適 用 し た
。 Ｃ Ｇ Ｌ と は 連 続 溶 融 亜 鉛 め っ き 設 備 で あ る 。 こ の と き の 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 は 0.3％ で
あ り 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 は 1.2質 量 ％ で あ っ た 。 溶 射 皮 膜 中 の Niの 定 量 値 の 、 前
記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合 は 92％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 比 較 の た め 、 以 前 、 溶 射 皮 膜 が い ず れ も ６ ヶ 月 以 内 で 早 期 に 剥 離 し て 突 発 取 替 え に 至 っ
て い た ３ 本 の 不 良 デ フ レ ク タ ロ ー ル に つ い て 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定
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量 値 、 お よ び 溶 射 皮 膜 中 の Niの 定 量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合
も 併 せ て 測 定 し た 。 １ 本 目 の デ フ レ ク タ ロ ー ル は 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 は 0.2％ で あ り 、 溶
射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 が 2.5質 量 ％ で あ り 、 溶 射 皮 膜 中 の Niの 定 量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用
い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合 は 75％ で あ り 、 ２ 本 目 の デ フ レ ク タ ロ ー ル は 、 溶 射 皮 膜
の 気 孔 率 は 0.3％ で あ り 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 が 3.5質 量 ％ で あ り 、 溶 射 皮 膜 中 の Ni
の 定 量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合 は 62％ で あ り 、 そ し て 、 ３ 本
目 の デ フ レ ク タ ロ ー ル は 、 溶 射 皮 膜 の 気 孔 率 は 0.4％ で あ り 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値
が 5.8質 量 ％ で あ り 、 溶 射 皮 膜 中 の Niの 定 量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対
す る 割 合 は 56％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の デ フ レ ク タ ロ ー ル は 、 20ヶ 月 以 上 問 題 な く 継 続 使 用 す る こ と が で き た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 の 適 正 化 を 図 る こ と に よ り 、 緻 密 で か つ 高
硬 度 で あ る こ と に 加 え て 、 優 れ た 靱 性 を 有 す る WC系 サ ー メ ッ ト 溶 射 皮 膜 を 表 層 に 有 す る プ
ロ セ ス ロ ー ル を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 溶 射 皮 膜 中 の 酸 素 の 定 量 値 に 対 し 、 溶 射 皮 膜 の 硬 さ と 靱 性 を プ ロ ッ ト し た も の で
あ る 。
【 図 ２ 】 靱 性 を 評 価 す る た め の ロ ー ル 転 動 試 験 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 溶 射 皮 膜 中 の Niの 定 量 値 の 、 前 記 溶 射 に 用 い る Ni粉 末 の 定 量 値 に 対 す る 割 合 に 対
し 、 溶 射 皮 膜 の 硬 さ と 靱 性 を プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。
【 図 ４ 】 燃 料 （ 灯 油 ） と 酸 素 の 比 （ Ｆ ／ Ｏ 比 ） を 変 化 さ せ て 溶 射 し た と き の 、 溶 射 皮 膜 中
の 酸 素 の 定 量 値 を プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 推 進 ロ ー ル
　 ２ 　 供 試 ロ ー ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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